
2023年 4月 15日 (土 ) - 5月 14日 (日 ) 11:00-19:00  月火祝 休廊
-
タリオンギャラリーでは、ほんとの幽霊キュレーション「不透明な幽霊」(参加作家：磯邉一郎、
斉と公平太、星野武彦 ) を開催いたします。是非ともご覧下さいますよう、よろしくお願い申
し上げます。

物質としての絵を相対化するように、情報の集合や配列、組み替えとしての作品を制作する磯
邉一郎。意味の待機状態として芸術を定義し、実証的なリサーチに基づいて社会の枠組みや認
識の境界を浮かび上がらせるプロジェクトを展開する斉と公平太。そして、意識のフックを押
すような装置として、削ぎ落とされたワンシーンを絵画へと送り迎える星野武彦。三人のアー
ティストはこれまでに展示や音楽活動などをともに行い、芸術として生み出されるイメージと
それに対する意識を懐疑的に掘りおこしながら、それぞれ独自の活動を行ってきました。

制作の動機やコンセプトがどのようなものであるかを問わず、俄かに作品を作品たらしめるも
の。本展は、対象と鑑賞者の間にある種の感情を立ち上げるものを「不透明な幽霊」と名付け
て提示します。どうぞご期待ください。 
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Press Release 

ほんとの幽霊キュレーション
「不透明な幽霊」
参加作家：磯邉一郎、斉と公平太、星野武彦

磯邉一郎 | 無題 | 2023 | 紙に鉛筆、ペン
29.7×21cm
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僕は路上に落ちているゴミに「霊的な感情」を抱くことがあります。(全てのゴミにそのよう
な感情を持つわけではないので何らかの条件があると思いますが。)
そしてそれが錯覚だということや意味がないことだということもわかっています。
僕の言う「霊的な感情」とは自分の存在の無意味さを肯定してくれるような感情です。

「対象物」と「鑑賞者」の間に「霊的な感情を立ち上げる」、この「対象物」を「不透明な
幽霊」と仮に名づけることにします。
「幽霊」という言葉は存在するのかどうかわからないものや「意識」の比喩として用られる
ことがありますが、一般的には死者の霊を意味するものです。

作家の制作動機やコンセプトと無関係に、物質としての作品が「不透明な死者の霊」となる、
そのような感覚を共有する3人のグループ展となります。

ほんとの幽霊  
  

斉と公平太 | 2023.02.17 22:40 (サウダージの女) | 2023 
プリント | 15.5×15.5cm

星野武彦 | TORI | 2017 | 
キャンバスにアクリル絵具 | 194X130.3cm



磯邉一郎　Ichiro Isobe

1969           広島県生まれ
1996           Bゼミ卒業
埼玉県在住

主な個展 
2008 　「ざわめく、またたき」  AMPG武蔵野美術大学 9号館 6F608室 （東京）
2007 　「X-EYE」 山本現代ギャラリー （東京）
2005 　「クリテリオム 62」  水戸芸術館現代美術センター （茨城）

主なグループ展
2021  　「墓石・アルバム・まぼろし」 KAYOKOYUKI （東京）
2018  　「高橋コレクション 顔と抽象」 清春白樺美術館 （山梨）
2017  　「works on paper」 rin art association （群馬）
2016  　「ユーレイの海馬」 市民ギャラリー矢田 (第 2展示室 )  （愛知）
　　　　　 「磯邉一郎 x尾竹隆一郎 カイゾウニンゲン」
 　　　　　URANO （東京）
2012 　「ECHO展 2」 ベタニアン・アートセンター （ベルリン）
 　　　　　「どくろ興業 3331 TRANS ARTS 展」 
 　　　　　旧東京電機大学校舎 11号館 （東京）
2011 　「Art for Tomorrow」  トーキョーワンダーサイト渋谷 （東京）
　　　　　 「フリーフォーオール～地獄変」 island MEDIUM （東京）
2010 　「脱臼」 island （千葉）
2009 　「わくわく JOBAN-KASHIWA プロジェクト」 （千葉）  
2008 　「ECHO展」 ZAIM （横浜）
　　　　　 「BEAMING ARTS」 BEAMS原宿店 （東京）
2007 　「VOCA展 2007」 上野の森美術館 （東京）
　　　　　 「線の迷宮 2 鉛筆と黒鉛の旋律」 目黒区美術館 （東京）
　　　　　 「something as if we do」 カフェ・パルル （愛知）
2004 　「Draw it Black!」 山本現代 （東京）

無題 |  2022 | 紙に鉛筆、色鉛筆

サンプリングの 2枚のループの図 | 2021 | 紙に鉛筆
42×29.7cm

無題 | 2021 | インクジェットプリント、紙、鉛筆 
21×29.7cm

飯振山 | 2021 | 木、紙 | 20×4×2cm
KAYOKOYUKIでの展示風景

撮影：岡野圭



斉と公平太　Koheita Saito

1972           愛知県生まれ
1995           名古屋造形芸術大学 (現・名古屋造形大学 )卒業
現在、愛知を拠点に活動。

主な個展 
2023 　「Big history & Days」  TALION GALLERY  （東京）
2021 　「断続・プロット・生活」  See Saw gallery+hibit （愛知）
2018 　「グスタフフェヒナーもしくはベンハムの独楽」
 　アートラボあいち （愛知）
2015 　「がまごおり物語 2」  蒲郡図書館 （愛知）
2014 　「オオウチハジメ氏を探す旅」  みやざきアートセンター （宮崎）
2013 　「がまごおり物語」  蒲郡図書館 （愛知）
2009 　MUZZ PROGRAM SPACE （京都）
1999 　ギャラリー CANOLFAN （愛知）
1998 　Nagamine Project （東京）

主なグループ展
2022  　「2021年度第 3期コレクション展」愛知県美術館 （愛知）
2019  　「非零和無限不確定不完全情報ゲームとしてのアート？」
　　　　　  TALION GALLERY  （東京）
 　「3331アートフェア 2019」  アーツ千代田 3331 （東京）
2017  　「TARO賞 20年 /20人の鬼子たち」  岡本太郎記念館 （東京）
 　「ファン・デ・ナゴヤ美術展 2017 fiction-friction」  
　　　　　 市民ギャラリー矢田 （愛知）
2016  　「ユーレイの海馬」  市民ギャラリー矢田 (第 2展示室 )  （愛知）
2010 　「あいちトリエンナーレ 2010」  まちなか会場 （愛知）
2009 　「長者町プロジェクト 2009」  名古屋市中区長者町繊維街 （愛知）
2008 　「アーツチャレンジ 2008」   愛知芸術文化センター （愛知）
2005 　「第 8回岡本太郎記念現代芸術大賞展」  
　　　　　 川崎市岡本太郎美術館 （神奈川）
2000 　「空き地」  豊田市美術館 （愛知）
1998 　「VOCA1998 現代美術の展望߁新しい平面の作家たち」  
　　　　　 上野の森美術館 （東京）
1994 　「勉強時代展 " P-HOUSE （東京）

主な受賞展
2015  　平成 26年度愛知県芸術文化選奨文化新人賞
2005  　第 8 回岡本太郎記念現代芸術大賞展 特別賞

主な執筆
2017-  　中日新聞プラス コラム
                      「芸術は漠然だ !~斉と公平太のムダに考えすぎ ~」連載
                    (2017年 6月～現在 )

Big history & Days | 2023
TALION GALLERYでの展示風景 (東京 ) | 撮影：木奥恵三

2023/01/22 17:42 (右手をあげる赤い服の女 ) | 2023
AI画像生成、デジタルプリント | 7×7cm

ARTくん |  2009
「2021年度第 3期コレクション展」愛知県美術館での展示風景 (愛知 )

スナック菓子の模型 | 2021 | 紙、絵の具 | 30×30×5cm



星野武彦  Takehiko Hoshino

1976        愛知県生まれ
2000        愛知県立芸術大学美術学部油画科卒業

主な個展
2021        「歯車とレバー」 Token Art Center (東京 )
2020        「defragment」 See Saw gallery+hibit (愛知 )
2019        「トレーニングルーム」 switch point (東京 )
2018        「迷信」bgm gallery and shop, Finch Arts (京都 )
2008        「My Heart And The Real World」 magical ARTROOM (東京 )

主なグループ展
2017        「渓谷 / そっくり」 switch point  (東京 )
                「fiction-friction」 市民ギャラリー矢田 (愛知 )
2016        「ユーレイの海馬」 市民ギャラリー矢田 (愛知 )
2013        「くへ V」 JIKKA (東京 )
2012        「Power of Painting」 NADiff Gallery (東京 )
2011        「Free for All -地獄変 -」 island MEDIUM (東京 )
2010        「脱臼」 island (千葉 )
                「Power of Painting」 island (千葉 )
                「第二回表現者蹶起集会」 エーデルプラッツェビル他 (大阪 )
2008        「THE ECHO」 ZAIM (神奈川 )
                「NEW BEGINNING」 magical, ARTROOM (東京）
2007        「表現者蹶起集会」 名村造船所 (大阪）
                「WORM HOLE episode 9」 magical,ARTROOM (東京）
2005        「字界へ－隘路のかたち」 長久手文化の家 (愛知）
2004        「conran show」 OKADA STUDIO (愛知 )
2003        「error」カノーヴァン (愛知 )、TwinSpace (大阪 )、switch point (東京）

ボール | 2021 | キャンバスに油彩 | 53×53cm

Mt. Tateyama | 2021 |  キャンバスに油彩 | 54×65.5cm

I氏の肖像 | 2021 |  キャンバスに油彩
45.5×36cm

untitled | 2012 |キャンバスに油彩 | 53×65.2cm



ー
本展覧会に関しまして貴誌・貴社にてご紹介いただけますと幸いです。掲載用写真の貸出、
ご質問などございましたら、下記お問い合せ先までご連絡くださいますようお願い申し上げま
す。

[ 展覧会概要 ]
展覧会名  　ほんとの幽霊キュレーション「不透明な幽霊」
アーティスト　　             磯邉一郎、斉と公平太、星野武彦
会期   　2023年4月15日(土) - 5月14日(日) 11:00-19:00
   　定休日：月・火・祝日
会場                              TALION GALLERY  東京都豊島区目白2-2-1 B1
企画                              上田剛史 (TALION GALLERY ディレクター)

[ お問い合せ ]
TALION GALLERY 広報担当
Email: info@taliongallery.com  Tel/Fax: 03-5927-9858
171-0037 東京都豊島区目白2-2-1 B1  URL: www.taliongallery.com


